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（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点
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利用者の知
識・能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動
収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○
①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額以上

○

60

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　　　ピアサポーターを職員として配置している

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収
支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

40

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

住　所 北海道岩見沢市一条西5-2-7　1階 管理者名 井上　幸恵

電話番号 0126-35-1303 対象年度 令和6年度

様式２－１

令和7

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 115701062 事業所番号 0115701062



前年度（令和6年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　4　月～　3　月）

前々々年度（令和4年度）

円 円 円

前々年度（令和5年度）

円 円 円

前年度　（令和6年度）

円 円 円

前年度（令和6年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を
定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（令和6年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名 ※先進的事業者名
　  実施日 10 月 18 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※研修名 ※学会誌等名 ※他の事業所名

  研修講師  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 7 月 24 日 1 人

  実施日・受講者数 4 月 11 日 ～ 7 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 年 3 月 1 日 　を受講している

 主催者名 人事評価制度の対象職員数 6 名 ※配置期間　　月　日～　月　日
 日時 7 月 1 日 うち昇給・昇格を行った者 名  就業時間

 内容　販路拡大のための名刺交換会、交流会 当該人事評価制度の周知方法  職務内容

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

36,984.50
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

8,914
利用者の１日の平
均労働時間数

4.15

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

36,255,347
利用者に支払った賃金
総額

35,962,661 収支 292,686

1,607,132

生産活動収入から経費
を除いた額

35,085,428
利用者に支払った賃金
総額

34,757,572 収支 327,856

生産活動収入から経費
を除いた額

47,129,969
利用者に支払った賃金
総額

45,522,837 収支

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

山内 哲也（社会福祉法人武蔵野会リアン文京 施設長）

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

実践報告会

「 障がい者支援の基礎 “支援者の虐待を防ぐ” 」 合同会社JAPANICARE ｼﾞｬﾊﾟﾝｹｱ江別

利用者獲得について

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

就労移行支援事業所×札幌市内企業採用担当者ｾﾐﾅｰ交流会 人事評価制度の制定日 令和3

※経営改善計画の提出を求められていない。

札幌商工会議所

人事評価実施の案内を全事業所に掲示。同案内を全社メールにて通知。

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画



井上　幸恵

対象年度 令和6年度

就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ノア 事業所番号 115701062

住所 北海道岩見沢市一条西5-2-7　1階

電話番号 0126-35-1303

管理者名

地域連携活動の概要

〈 活動内容 〉

〈 目的 〉

〈 活動の様子 〉

ここに「活動の様子」の写真を貼付

実施日程：

北海道ロジサービス株式会社

2022年6月21~現在

実施した生産活動・施設外就労の概要：

活動場所：

〈 成果 〉

令 和 6 年 7 月 24 日

食品のピッキング作業

実施日程：日~月（週5日間）

1日最大21名の利用者勤務

午前:7名　午後:14名

・地域企業の人材不足解消のため。

・施設外就労を通じて、雇用の機会を設けることで

    障がい者の雇用の活性化に繋がる。

・福祉の発展のため。

・利用者の技術向上

一般就労に近い形で作業に取り組むことができ、生

産性の向上を意識することやコミュニケーション能

力、協力性、作業能力の向上に繋ぐことが出来てい

る。また、たち作業でもあるので体力の向上にも繋

がっている。

ピッキング作業の様子



山口陽性 様

連携先の企業等の意見または評価

貴社との連携により、現在の集品業務（ピッキング作業）に、午前帯8名

（スタッフ1名+利用者7名）1チーム、午後帯16名（スタッフ2名+利用者14名）2チームにて従事して頂いて

おります。この集品業務は、ある程度のスピードと正確性が要求されますが、午後帯2チームの生産性（箱

処理数4,000箱）は、良好な状態です。

一方、午前帯の集品業務に関しては、他の委託会社との共同作業になっていることもあり、ラインの生産性

（4,000箱）は苦戦している状態です。生産性（箱処理数4,000箱）の向上を図る為に、今後貴社との連携で

2024年7月28日より、新たに8名（スタッフ1名+利用者7名）1チームに従事して頂くことになりました。弊

社は、今後とも積極的に障害者雇用に取り組んでいく予定です。

連携先企業名 北海道ロジサービス株式会社 担当者名



令 和 6 年 8 月 2 日

企業全体で毎日チャレンジミーティング（挨拶・身

だしなみ等）・問題解決のスローガンを読み上げ復

唱。

参加者　利用者14名　職員2名

・身だしなみ

・ビジネスマナーの取得

・社会人スキルの向上の為

・働くことの意識や意欲の向上

・一般就労に向けた取り組み

北海道ロジサービス株式会社

2024年8月1日

実施した取り組みの概要：

活動場所：

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ノア 事業所番号 115701062

・挨拶、言葉遣い、身だしなみの意識が高まった

・社会のマナーやルールに関しても意識が高まった

・作業中の私語も軽減され、周囲への協力性や円滑

に作業を行うなど一般就労に向けた意識や意欲の向

上が見受けられている

・身だしなみについては意識・維持の継続が困難

（職員が確認を都度行っている）

〈 成果 〉

井上　幸恵

対象年度 令和6年度

住所 北海道岩見沢市一条西5-2-7　1階

電話番号 0126-35-1303

管理者名

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

〈 活動内容 〉

〈 目的 〉

〈 活動の様子 〉

実施日程：



連携先企業名 北海道ロジサービス株式会社 担当者名 山口　陽生 様

連携先の企業や事業所等の意見または評価

髪型や髪の毛の色等も働く上で、どれくらいなら社会人として大丈夫なのか職員に写真を見せて確認を取る

利用者様も増えてきており、社会のマナーの向上も見受けられてきています。

言葉遣いが乱雑になってしまったり、友達感覚で接してしまう利用者様もいますが、

都度教えていく事で改善や意識をされているので礼儀・挨拶・言葉遣いも向上しつつあります。

作業中の私語も少なくなり、集中力の向上・周囲との連携・協力性も高く一般就労に向けて働くことへの

意識も強くなってきています。

体臭や衣服の乱れなどある方に対しては、アドバイスや助言を行っていますが数日経つと戻ってしまい

維持・継続は難しい時もありますので今後の課題です。

利用者からの意見・評価

挨拶をするタイミングを図るのが難しく結局挨拶できないで終わることがあった、スタッフが先頭きって

挨拶してくれる場面ではスムーズに続けて挨拶できて挨拶のタイミングを知る事が出来た。言葉の遣い方は

相手に失礼にならないように気を付けないといけないとスタッフからの話で気づく事が出来ました。

作業に入る際の身だしなみは鏡を見て自分で確認しているが、動くと崩れてしまいスタッフが気が付いた

時に手直ししてくれることがあります、ただ直すのではなく崩れないように意識するポイントも教えてくれ

るのでためになります。


